
１　点検結果集計 （単位：人）

２　県民意見と対応状況

３　平成30年度当初予算案での対応

（単位：千円）

事業費

【事業内容】
・再就職の枠を縮小し、継続支援を強化していく必要が
ある。（同趣旨２件）

・企業側ニーズの把握が重要ではないか。（同趣旨２件）

・ご意見を踏まえ、Ｈ30年度は、女性従業員を対象とした継続支
援に加え、企業に対する就業継続の働きかけや正規雇用での
マッチング支援を行ってまいります。
・インターンシップ受入企業開拓やセミナーの中で、企業側の
ニーズを把握し、より良いマッチングを図ります。

【広報手法】
・求職できていない人への各種イベントの参加を促す上
で、参加の意味合いや気づきになるような周知が重要で
はないか。

・市町村の子育て支援センター等子育て期女性の身近な地域
に出向き、就職を検討されているの方からの相談への対応を通
じて、個々のニーズに応じてきめ細かく対応するとともに、各種イ
ベントの意味合いを伝えながら、参加を促してまいります。

【事業実施に当たって】
・外部委託する際の実行管理が課題。ＰＤＣＡサイクルを
組み込みながら、来年度の事業展開となることを期待し
ている（同趣旨１件）

・委託事業者からの毎月の定期報告や各就業支援事業の実施
状況を随時確認する等により、進捗状況を管理するとともに、事
業完了後の成果の把握及び効果検証を確実に実施し、翌年度
事業へ反映してまいります。

35,889 49,042 △ 13,153

Ｈ30当初予算案 Ｈ29当初予算額 増減
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県民意見 県としての考え方・対応方針
【姿・目標】
・再就職したことをもって成果とするのではなく、その後の
定着支援、就業継続を重視すべきではないか。
・多様な働き方への対応が必要ではないか。

・就業継続できる職場環境づくりを推進するため、再就職後の定
着状況把握による成果の確認を行います。
・ご意見を踏まえ、H30年度は多様な勤務形態が利用できる企
業への就職を促進するため、企業に対して多様な働き方の普及
を図る事業と連携して事業を推進してまいります。
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改善項目（複数回答）
姿・目標 事業内容 広報手法 連携 その他

「県民協働による事業改善」点検結果と対応状況

事業
番号

C-1 事業名 はたらく女性応援プロジェクト事業
担当
部課名

産業労働部
労働雇用課

アドバイザーが企業に対して多様な働き方の導入を働きかけることと、子育て期女性のインターンシップ実習先の

開拓を一体的に実施することにより、多様な勤務形態が利用できる企業と、正規雇用を希望する女性等を効率的

にマッチングしてまいります。 〔事業費の主な増減〕

・インターンシップ実習先の企業開拓業務を企

業に対する多様な働き方の普及促進業務へ統

合することによるインターンシップ企業開拓員の

減(4名→0名）

（△13,000千円）

［当初予算案時点］


